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問 14 電線の導体に関する記述として，誤っているものを次の(1)～(5)のうちから

一つ選べ。 

 

(1) 地中ケーブルの銅導体には，伸びや可とう性に優れる軟銅線が用いられる。 

(2) 電線の導電材料としての金属には，資源量の多さや導電率の高さが求められ

る。 

(3) 鋼心アルミより線は，鋼より線の周囲にアルミ線をより合わせたもので，軽

量で大きな外径や高い引張強度を得ることができる。 

(4) 電気用アルミニウムの導電率は銅よりも低いが，電気抵抗と長さが同じ電線

の場合，アルミニウム線の方が銅線より軽い。 

(5) 硬銅線は軟銅線と比較して曲げにくく，電線の導体として使われることはな

い。 
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ＢＢ問題(配点は 1 問題当たり(a)5 点，(b)5 点，計 10 点) 

  

問 15 ある需要端の負荷に対し，水力発電所 1 か所と重油専焼汽力発電所 1 か所に

よって電力を供給する場合において，次の(a)及び(b)の問に答えよ。 

 

(a) 水力発電所の最大使用水量 20 m3/s，総落差 200 m，損失水頭 7 m，水車と発

電機の総合効率 85 ％，年間の設備利用率 60 ％としたとき，この発電所の年間

発電電力量[GW･h]として，最も近いものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

(1) 15 (2) 30 (3) 170 (4) 175 (5) 200 

 

(b) 需要端の負荷に供給する最大電力が 100 MW，年負荷率 60 ％の場合，汽力発

電所における重油の年間の消費量[kL]として，最も近いものを次の(1)～(5)の

うちから一つ選べ。 

ただし，この汽力発電所の発電端熱効率は 40 ％で運転出力に関わらず一定

とする。使用する重油の発熱量は 39 100 kJ/L とし，発電所から需要端までの送

電損失，発電所内損失は無視するものとする。 

 

(1) 13 000 (2) 33 000 (3) 82 000 (4) 114 000 (5) 120 000 
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